
　昨年2月、静岡県で初めて新型コロナウイルス感染が確認されてから、県内感染者は5千人を超えました。2月には市内の友人が陽性
で入院との情報も入りました。誰もが感染する恐れがあります。感染者や濃厚接触者を誹謗中傷しないで温かく見守ることが大事です。
　私は、直面している感染防止対策や疲弊している企業の経済対策に邁進します。　ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

4月12日からコロナワクチン高齢者優先接種スタート!! 具体的な市区町村配分は都道府県で調整!!

　2021年度から、地域防災の担い手となる「ふじのくにジュニア防災士」養成講座を県内全中学校で本格実施する。県制作の東日本大
震災被災者が自らの体験を語る動画教材を使い、地震や津波、風水害の基礎知識を学び、２年生を中心に年約３万人の認定を目指す。
 ふじのくにジュニア防災士は2010年度に始まった制度で、養成講座を小学校から高校までの児童生徒を対象に実施し、2020年末で約
１万６千人、小学校990人、中学校5,475人、高校4,081人認定した。　県は中学卒業までに、養成講座の全校実施を決め、各校の総合
的学習の時間を使って、「意識啓発コース」「知識行動コース」「自主講義コース」の3コースから選択する。
　各学校が独自に地域の防災訓練参加や避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）、災害図上訓練（ＤＩＧ）などを講座内容に加えることもできる。

今国会で法案提出!! 『相続登記義務化』や『土地所有権を国庫に帰属させる制度』の創設!!

　ワクチン接種は65歳以上の高齢者への優先接種で政府は、先に薬事承認された米製薬大手ファイザー製のワクチンを使用する予定。
　今後のスケジュールは、4月5日の週に約5万人の2回分に相当する量として、ワクチン100箱を配送。ワクチンは1箱に195瓶が入っている。
１回目分の50箱のうち、人口上位の東京、神奈川、大阪の3都府県に各2箱、他の44道府県には1箱ずつ配る。2回目分の50箱も同様に配
分する。次いで4月12日の週に、約25万人分に当たる500箱を配送。3都府県に各20箱、44道府県に各10箱を配る。19日の週も同数を送る
ことを予定。数量を限定して接種を実施し、状況や課題などを各市区町村で共有してもらう。26日からの最終週は数量確定時に決定。　

藤枝市が全国的話題!!『別居中の親と面会交流』『ＡＩで食生活提案実証』『飲食店の混雑配信実験』!!

中学生の『ふじのくにジュニア防災士』養成講座を本格実施!! 静岡県の地域防災力維持向上!!

①市立保育園、小中学校における面会交流は、裁判所判決又は両親の合意書面等で不許可や子供に悪影響を及ぼす場合以外は、離婚し
て親権を失った親でも園・学校の施設管理権を侵害しない範囲内で可能。事前に学校と打合せし、放課後時間帯に小会議室等を提供。
②市のICT推進室は食品の購買履歴を人工知能（AI）で分析し、食生活を提案する実証実験。市民の健康課題である高血圧の予防に向
け、健康意識の変化や行動変容に与える影響を調べるのが狙い。期間は2月28日まで。事業費は約130万円で、市が半額を負担する。
③市内の飲食店41店舗の混雑状況をリアルタイムで配信する実証実験。サービスの利用者数やシステムの使い勝手を調べる狙い。期
間は2月26日まで、事業費は約290万円。　コロナの影響で客足の減る飲食店が、持ち帰りサービスを始めたり営業時間を変更したり
と工夫を凝らす中で、市は飲食店の新たな経営モデルを検証したい考えだ。

　法案の柱は、①相続登記・住所変更登記の義務化、②相続した土地を手放すための制度の創設、③民法の財産管理制度・共有制度の
見直し、の3点。相続から3年以内に申請しなければ10万円以下の過料を科す。転居などの住所変更登記も2年以内の申請を義務付ける。
　所有者不明土地の問題を抜本的に解決するには、新たな所有者不明土地の発生を抑制する法体系を整備する必要がある。また、いま
ある所有者不明土地の解消をいかに進めていくかも重要となる。全国ではこうした所有者不明土地を利活用する動きが広がっている。
　2019年施行「所有者不明土地の利用の円滑化等に関する特別措置法」は事業実施対象地の一部の所有者が不明の場合、公共的な利
用目的ならば、知事裁定で最長10年まで土地の利用権を設定できる仕組み。一例、新潟県粟島浦村では防災空地整備計画に利活用。
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静岡県議会報告 静岡県政に対するご意見

ご要望をお寄せください。

・コロナ感染症検査体制…東部保健所管内に高原定量検査、感染拡大なし。2月3日から県環境衛生科学研究所で変異株PCR検査を開始。
・医療体制の確保、地域医療の確保、ワクチンの接種の対策…迅速に実施するため、健康福祉部に「感染症対策局」を設置。
・市町と一体となった地域経済対策…Go Ｔoトラベルの一時停止などにより深刻な事業者への給付金支給、地域振興券の発行、販促支援。
・中小企業の事業継続…資金繰り支援として県制度融資「新型コロナウイルス感染症対策枠」を継続。
・雇用の維持…離職を余儀なくされた方々に対し、失業・求職者向けの職業訓練を実施し再就職支援。
・新たな避難先の確保と避難所の生活環境の改善…公民館整備、トイレトラックやシャワーシステム、簡易ベッドなどの整備を支援。
・「バイ・シズオカ」…「茶業や花き」県内の小中学校に愛飲と食育、花育に活用し需要拡大支援。「漁業」県産水産物を学校給食に提供支援。
・「バイ・山(やま)の洲(くに)」財とサービスの消費喚起…本年全線開通予定の中部横断自動車道を活用し、新たな物流による販路拡大。
・リーディング産業の基盤強化…医薬品・医療機器の生産額10年連続1位という「場の力」を活かし更なる産業集積を促進。
・多彩なライフスタイルを選択できる環境の整備…テレワークオフィスのある暮らし、ワーケーション誘致の促進。“ふじのくに”のデジタル化。
・人や企業の流れの創出…移住・定住の促進、首都圏企業等への働きかけの強化。
・県土強靭化の推進…2月補正予算案495億円を計上。緊急自然防災対策取組、道路、河川、砂防施設の整備を実施していく。
・早期避難の意識醸成…一人ひとりが、自分のこととして検討する「わたしの避難計画」の策定に向け、市町と連携。
・安全な生活と交通の確保…地域の犯罪抑止対策・自主防犯活動に加え、オリンピック・パラリンピック開催に向けたテロ対策を推進。
・安心医療の確保・充実…地域医療連携推進法人制度を活用し、病床再編や医師相互派遣等を進める医療機関に支援制度を創設。
・健康寿命の延伸…本年4月1日に開学を迎える静岡社会健康医学大学院大学を活用し、新たなステージへ取組を深化させる。
・障害のある人が分け隔てられない共生社会の実現…「ふじのくに福産品」の購入を呼び掛け「一人一品運動」を引き続き推進。
・少子化対策…「ふじのくに少子化突破戦略の羅針盤」改定、「ふじのくに出会いサポートセンター」を設置、市町等と連携支援。
・子どもの居場所づくり…子ども食堂や学習支援など促進するため、サポーターの募集、担い手に対する相談支援に取組む。
・魅力ある高等学校の実現…普通科の特色化、新学科の設置、実学の奨励に取り組む。スポーツや演劇などのモデル校指定を検討。
・県立学校の老朽化対策…空調設備の整備を進めており、本年6月末までに全ての高等学校の普通教室への整備が完了する予定。
・次世代自動車…「脱炭素社会」の実現に向け、技術開発・研究開発に対する支援を強化。今年4月に静岡県立工科短期大学校開校。
・家畜の防疫対策…豚へのワクチン接種や野生イノシシの捕獲・検査などの対策を引き続き実施。
・次世代を見据えた環境政策…「環境と生命の世紀」と言われる21世紀にふさわしい恵み豊かで持続可能な社会の実現に取組む。
・エネルギー地産地消…一極集中型から、災害に強い再生可能エネルギーや水素等活用した地域の自立・分散型システムへの転換を推進。
・東京2020オリンピック…聖火ランナーが、富士山世界遺産センター、韮山反射炉など地域資源を巡り、世界中に本県の魅力を発信する。
・サイクルスポーツ聖地づくり…オリンピック終了後、サイクリストの憧れを呼ぶ聖地として、大会レガシー創出と自転車文化の醸成に努める。
・「アーツカウンシルしずおか」…多分野協働のプラットフォーム、住民主体の創造活動の推進エンジンとして、県文化財団内に設置。
・南アルプスの自然環境保全…南アルプスの豊かな自然環境を守るために、施策を着実に実行、組織体制を強化。
・リニア中央新幹線建設、水資源及び環境保全…JR金子社長に「流域住民理解がなければ、工事に着手しない」ことを明言するよう伝えたい。
・駿河湾フェリーの利活用促進…船内限定品の開発、船上教育プログラムの充実などにより、フェリーの魅力向上を図る。
・地域外交の推進…対面とＷＥＢを併用する「ツイン外交」により、交流先の国・地域とのネットワークの維持、発展につなげる。
・富士山静岡空港…中部横断自動車道開通で、山梨県と観光交流やビジネス、教育旅行など需要喚起策を展開、航空路線の確保に取組む。

令和 3年度当初予算案…一般会計の歳出予算総額 1兆 3094 億円、前年度当初予算を302 億円、2.4％上回る。

　12月に次年度予算要望を知
事に提出し、12月から1月にか
け、次年度事業予算のヒアリン
グが3回あり、質疑も行う。
　2月初め、知事から要望に対
して、ほぼ満額回答の事業予算
説明があって、2月議会に入る。
　2月議会では、開会時に各部
局長から次年度事業予算と補
正予算の事業説明がある。
　事前に予算書は配布される
が、膨大な量の資料を勉強する
には大変である。
　6日間の本会議質問が終了す
ると委員会が開催される。通常
2～3日間掛けて担当委員会関
連のみ問質しができる。
　本会議・委員会審査は、新聞
に記事として掲載される。

2月議会 知事報告

2 月議会は予算審査

　今回、知事が12月26日か
ら1月3日まで軽井沢の自宅
に帰っていたことが危機管
理上問題となった。
　コロナで非常事態状況の
中、正月でも県職員たちは
対応に追われ、交代で出勤
しているのに、県の経営者
として見たとき「思いやり
の心」で残念に感じた。　

石巻市大川小学校の津波遺構
大川小は当時宮城県津波浸水区域外

石巻南浜津波復興祈念公園
3月11日に慰霊碑除幕式を開催

名取市震災メモリアル公園は閖上地区にある
閖上小学校と中学校が一体となりH30年完成

名取市震災復興伝承館2020年7月開館
地元グルメ「かわまちてらす閖上」も人気

福島第一原発増える汚染水タンク

浪江町･双葉町･大熊町には高
濃度の汚染土が各所に残る。
１kgあたり 8000ﾍﾞｸﾚﾙ以下の
汚染土を全国の道路や農地造
成に再利用計画がある。

「原子力明るい未来のエ
ネルギー」看板は 2015
年 12 月撤去され、文字
パネルは県博物館に移管
支柱鉄板は双葉町役場。

東日本大震災原子力災害伝
承館は原子力災害を中心に
資料を収集保存し、研究研
修に活用する。
震災の記憶風化防止に取組

3/12 病院丸ごと避難「双葉厚生病院」浪江町請戸小学校震災遺構保存 今も続く大熊町帰宅困難地区 放射線量表示

県病院協会理事会web会議

東日本大震災から10年

3月3日、 本会議一般質問
裏面に質問･答弁内容掲載

   東日本大震災10年  献花
高田松原津波復興記念公園

高州･地域で支え合う発足式
生活支援「手んだい隊」
移動支援「足すとし隊」

3月10日～13日、岩手県田老町から宮城県気仙沼市・南三陸町、福島県双葉町まで視察した。
2011年3月11日(金)、突然の横揺れ地震に襲われた。16時過ぎ車や住宅、多くの人が大津波に襲われているテレビ
映像を見て12日夕方、車で出発した。仙台～気仙沼まで視察、16日夜帰宅、17日から救援物資支援活動に入った。

田老町には万里の長城と言われた高さ
10ｍの防潮堤があったが、津波は17ｍ

2016年に震災遺構開館
「たろう観光ホテル」

大槌町を見渡せる新役場裏
の城山から復興状況を確認

山田町は静岡県土木支援
3人で防潮堤工事も進む

高田松原津波復興祈念公園 陸前高田  奇跡の一本松 津波伝承館と高田松原道の駅 津波で被災した気仙大橋

国道45号は青森～仙台までの海岸道路
三陸沿岸自動車道が完成､便利になった

津波浸水区間標識
「ここから」「ここまで」

気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館
水産専門校の気仙沼向洋高校を震災を伝える施設

さんさん商店街に隣接し、南三陸町震災復興
祈念公園に防災センターを津波遺構と残した

田老地区被災状況掲示板

地震発生時刻午後2:4６
田老の防潮堤では子ども
たちが追悼と復興の願い
を込めて風船を大空へ
放った。

大槌町で18:00追悼と希
望の700発の花火が打ち
上げられた。秋田県の業
者が尺玉やスターマイン
を打ち上げた。

町民の約1割1200人余の
命が失われた大槌を照ら
す城山公園の「希望の灯
り」は平成24年に設置
された。

福島県

宮城県

岩手県


